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大
阪
帝
国
大
学
創
設
過
程
に
関
す
る
覚
え
書

i
l
l

文
政
審
議
会
に
お
け
る
審
議
状
況
を
中
心
に
i
i
i

大
阪
帝
関
大
学
の
創
設
に
捺
し
、
予
算
関
係
案
件
に
つ
い
て
帝
悶
議
会
の
議
を

経
た
に
止
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
、
政
府
の
教
育
諮
問
機
関
で
あ
る
文
政
審
議
会
に
対

し
諮
問
手
続
が
と
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
従
来
の
諾
帝
悶
大
学
設
院
経
緯
に
て
ら
し
、

き
わ
め
て
異
的
の
こ
と
で
φ
め
っ
た
。

浜
口
内
閣
(
民
政
党
)
の
問
中
隆
三
文
相
は
会
期
切
れ
間
近
の
一
九
一
一
一
一

五
日
「
昭
和
六
年
度
歳
入
歳
出
総
予
算
追
加
案
L

お
よ
び
「
昭
和
六
年
度
各
狩
別

会
計
歳
入
歳
出
予
算
追
加
案
」
と
し
て
大
阪
帝
悶
大
学
創
設
関
係
予
算
(
浬
学
郊
の

新
録
、
設
備
関
係
役
お
よ
び
刑
法
ナ
郎
、
医
学
部
の
経
常
設
)
を
帝
閣
議
会
(
第
五
十
九
一
必
品
川

議
会
、
会
期

九
…
一
一
の
年
十
ご
月
二
十
六
日
J

九
一
二
一
年
一
一
‘
月
二
十
七
日
)
に
提
出
し
た

(
資
料l
参
照
)
。
開
案
は
、
衆
議
院
を
経
て
(
…
一
一
月
二
十
日
可
決
)
、貴
族
院
に
関
付

さ
れ
会
期
延
長
(
二
日
間
)
の
措
践
に
よ
り

二
十
六
臼
、
可
決
成
立
し
た
が
、

貴
族
読
は
、
問
予
算
案
の
可
決
に
あ
た
っ
て
、
大
阪
帝
聞
大
学
の
創
設
に
関
し
て

施
行
前
に
文
政
審
議
会
に
諮
問
す
る
よ
う
決
議
を
附
帯
し
た
た
め
、
政
府
は
、

月

日
付
で
創
設
す
る
当
初
の
予
定
止
を
変
更
し
、
再
審
議
会
へ
の
諮
問
を
先
行
せ

し
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

同

部

彰

貴
族
院
に
お
け
る
布
の
決
議
は
、
大
限
大
学
創
設
に
闘
し
、
同
院
の
み
な
ら
ず

衆
議
院
の
審
議
過
程
を
通
じ
て
必
ず
し
も
十
分
な
意
思
統
一
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
な
示
す
証
左
で
あ
っ
た
。
衆
議
院
で
は
、
本
会
議
で
政
友
会
の
鳩
山
一
郎
、

山
川
崎
達
之
輔
ら
こ
十
一
一
…
名
か
ら
、
当
該
予
算
の
全
国
削
訟
を
要
求
す
る
修
正
動
議

月

が
提
出
さ
れ
た
も
の
の
圧
倒
的
多
数
で
原
案
が
可
決
さ
れ
た
が
、
貴
族
誌
に
お
い

て
は
、
賢
一
合
が
交
錯
し
、
予
算
委
員
会
(
委
員
長
、
林
博
太
郎
)
お
よ
び
問
分
科
会

(
第
一
二
分
科
会
i

史
資
、
有
馬
都
市
)
の
段
階
で
既
に
同
様
の
原
案
修
正
動
議
が
提
案

さ
れ
た
。
問
分
科
会
で
ニ
日
間

(
1月
二
十
三
日
、
二
十
五
日
)
に
わ
た
り
窓
見
が
た

た
か
わ
さ
れ
た
後
、
涼
案
は
賛
成
六
、
反
対
(
修
正
案
茂
成
)
五
で
辛
う
じ
て
可
決

さ
れ
た
が
、
提
起
さ
れ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
な
お
慎
重
に
検
討
し
、
実
施
に
移
す

必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
文
政
審
議
会
へ
の
附
議
を
希
禦
条
件
と
し
て
付

す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
の
予
算
委
員
会
(
三
月
二
十
双
日
)
、

(
一
一

A

月
二
十
六

四

日
)
で
は
、
賛
否
の
票
数
は
や
や
勃
況
が
開
い
た
が
(
予
算
委
員
会
原
案
災
成
三
十
二
、

修
正
案
焚
成
十
六
、
本
会
議
郎
衆
賛
成
…
八
九
、
修
正
案
於
成
七
回
)
、
原
案
に
対
す
る

反
対
は
根
強
い
も
の
が
あ
り
、

か
っ
、
原
案
質
成
者
の
中
に
も
準
備
不
足
を
憂
慮

大阪帝関大学創設過程に関する1'tえ諮1 



す
る
声
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
前
記
、
分
科
会
の
決
議
は
、
予
算
委
員
会
、

本
会
議
で
も
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
、
決
、
議
と
し
て
間
間
帯
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

貴
族
院
が
と
く
に
、
交
政
審
議
会
へ
の
附
議
に
臨
執
し
た
の
は
、
一
つ
コ
甘
汁
セ
河
口

J
V
κ
U
3
t
A
q
l
 

が
介
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
、
実
業
家
出
身
で
、
大
阪
に
も
殺
の
深

い
問
中
盤
一
一
…
文
相
(
衆
議
院
議
員
)
の
強
引
な
や
り
方
に
対
し
、
百
族
院
の
主
流
を

占
め
る
官
僚
派
の
反
発
で
あ
っ
た
。
従
来
の
帝
国
大
学
設
霞
準
備
が
折
々
の
戦
後

経
営
の
一
環
と
し
て
国
家
自
的
が
前
回
に
出
さ
れ
そ
の

進
め
ら
れ
た
の
に

比
し
、
大
阪
帝
悶
大
学
が
財
政
的
に
多
く
を
地
元
公
共
団
体
等
に
依
存
し
、
そ
の

要
求
に
応
え
る
形
で
急
ぎ
準
備
さ
れ
、

し
か
も
本
予
算
で
は
な
く
、
会
期
末
に
追

加
予
算
と
し
て
急
き
ょ
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
拙
速
主
義
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
批
判
の
的
と
な
っ
た
。
第
一
一
は
、
一
連
の
大
学
昇
格
運
動
に
対
す
る
哲
戒

と
禁
制
附
で
あ
っ
た
。
第
一
次
枇
界
大
戦
後
の
経
済
、
社
会
情
勢
を
背
景
と
し
て
、

高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
希
望
者
が
増
大
し
、
高
等
教
育
制
度
の
法
制
的
整
備
が

な
さ
れ
た
(

月
大
学
令
、
高
等
学
校
令
の
制
定
)
こ
と
も
あ
っ
て
多
く

)L 

/¥ 

4ド

の
高
等
学
校
の
増
設
を
見
た
外
、
高
等
専
門
学
校
の
大
学
へ
の
昇
格
が
、
地
元
や

当
該
学
校
詞
窓
会
の
運
動
を
背
景
に
進
め
ら
れ
、

一
部
実
現
さ
れ
た
(
一
九
ブL
{f三

四
月
東
京
工
業
大
、
大
阪
工
業
大
、
神
戸
商
業
大
、
東
京
文
理
大
、
広
島
女
別
大
)
が
、
既

設
官
立
単
科
の
大
尚
子
、
高
等
専
門
学
校
を
母
体
に
、

帝
陪
大
学
(
官
立
総
合
大
学
)

た
設
置
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
、
中
部
、
北
陸
、
中
間
、
間
関
等
で
進
め
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
、
大
阪
帝
国
大
学
の
設
置
を
簡
単
に
認
め
る
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
運
動
を
誘
発
し
帝
国
大
学
の
粗
製
激
迭
を
招
く
事
態
を
惹
起
す

る
と
見
な
し
、
そ
の
掬
止
め
と
し
て
の
役
割
を
文
政
審
議
会
に
託
そ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
も
と
も
と
、
文
政
審
議
会
に
、

「
非
立
窓
内
開
L

た
る
清
浦
内
閣
の
下

で
政
党
内
調
の
常
態
化
に
備
え
て
教
育
政
策
の
一
貫
性
を
維
持
す
る
こ
と
ま
ね
ら

2 

い
と
し
て
設
註
さ
れ
て
い
た
事
情
も
あ
っ
て
、
そ
の
構
成
は
、
枢
密
顧
問
符
資
族

院
議
員
、

臨
戦
諾
尚
子
校
長
等
で
過
半
数
を
占
め
、
貴
族
院
と
の
共
通
基
盤

を
少
な
か
ら
ず
有
し
て
い
た
。

一
(
昭
和
三
年
四
月
九
日
、
政
府
は
、
諮
拘
第
十
三
叫
す
と
し
て
、

の

よ
う
な
関
係
事
項
を
諮
問
し
、
併
せ
て
「
大
阪
帝
悶
大
学
創
設
計
附
ノ
大
要

L

な

る
文
書
(
資
料
2

参
照
)
を
参
考
資
料
と
し
て
提
出
し
た
。

大
阪
帝
関
大
学
ヲ
設
ケ
左
記
要
項
一
一
依
リ
ノ

工
学
部
及
m
学
部
ヲ
位
カ

ン
ト
ス
ル

、

公
立
大
飯
医
科
大
川
ナ
ヲ
国
一
一

シ
明
和
六
年
度
ヨ
リ
開
設

ス
ル
コ
ト

一
、
工
学
部
、
官
立
大
仮

ヲ
移
シ
昭
和
七
年
度
ヨ
リ
開
設
ス
ル
コ

ト
一
、
理
学
部
、
昭
和
六
年
度
ヨ
リ
之
ヲ
限
キ
同
八
年
度
ヨ
リ
各
学
科
ヲ
開
設

ス
ル
コ
ト

一
関
ス
ル
意
見
ヲ
求
ム

文
政
審
議
会
に
お
け
る
同
案
の

は
、
問
月
九
日
に
始
ま
り
、
特
別
委
員
会

(
委
員
長
、
林
博
太
郎
・
支
族
抗
議
員
外
十
問
名
)
を
経
て
、
十
四
日
に
終
了
し、戸、ーー

の
問
、
帝
悶
議
会
で
当
該
予
算
の
削
除
を
要
求
す
る
修
正
案
の
提
案
お
よ
び
支
持

に
中
心
的
役
割
を
果
し
た
山
崎
達
之
輔
(
衆
議
院
議
員
)
、
斯
波
忠
三
郎
(
公
族
院
議
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員
)
、
一
方
、
原
案
を
支
持
し
そ
の
成
立
に
闘
策
し
た
林
隊
太
郎
、
旧
所
美
治
(
い

ず
れ
も
資
族
院
議
員
)
が
特
別
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
た
め
、
総
会
、
特
別
委
員

会
を
通
じ
て
、

に
お
け
る
と
伺
様
の
活
発
な
論
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

結
論
的
に
は
、
明
確
な
反
対
論
、
続
続
的
賛
成
論
は
、
き
わ
め
て
少
数
に
止
ま

り
、
文
政
審
議
会
の
大
勢
は
、
消
極
的
賛
成
論
に
傾
い
て
い
た
。
消
極
的
賛
成
論

と
は
、
突
施
計
闘
に
数
々
の
問
題
と
見
通
し
の
甘
さ
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
、
こ

の
方
法
で
実
現
す
る
こ
と
に
は
不
満
と
不
安
を
か
く
し
き
れ
な
い
も
の
の
、
現
に

大阪干Íí'ß'J大学長!J設関係予n(昭和 6 年度) 11ヨ訳〔資料 1 ) 

で
通
湿
し
、
制
約
さ
れ
た
条
件
の
下
で
は
止
む
を
得
な
い
、
と
す
る

ご考ト

334,694 

764,694) 

15,000 

50,000 

350,000 

420,000) 

い
い
刊
H
U

M
山
川

n百手1[ 7 年!;E

n[il'rl8 年度

(総額

IIWJ'117 年度

11日平118 イド!支

昭和 9 年度

(総額

理学部事rr営 ~I(

理学部設備校

日~I( 

jg.,:; 

I!寺

!{J( 

10,000 

経
常
孜

(医学部， ~虫学部，初年度分)

( 11 ) 

(グ)

293,270 

1,031 ,829 

3,000 

月3 途指定型t

5

t

t

 

山V
2
事
b
A
A十

げ
〈

ミ
ド

h
vず
え
拡
打
H

F
r
品
潟
川
V
4一
一
一
n
H

1,638,099 計(初年度分)

意
見
で
あ
っ
た
。
開

論
者
が
、
延
臨
し
た

点
は
、
第

に
、
帝

国
大
学
と
し
て
充
実

さ
せ
る
た
め
に
は
、

爵
路
か
ら
多
大
の
資

「第59'1育閣議会議事速記録」により作成

金
を
将
米
に
わ
た
り

投
入
し
、
長
期
的
な

に
立
つ
計
回
が

必
要
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
創
設
案

で
は
、
地
元
負
担
に

多
く
を
依
存
し
安
易

な
、
場
当
り
的
な
見

込
み
し
か
立
て
て
い

な
い
。
緊
迫
し
た
財
政
状
況
に
お
い
て
国
路
支
出
が
期
待
し
得
な
い
本
店
下
で
は
、

帝
国
大
学
の
新
設
よ
り
む
し
ろ
既
設
の

こ
そ
向
か
う
の
が
本
筋
で
あ
る
と

す
る
帝
園
大
学
の
質
的
維
持
の
儲
点
か
ら
の
指
摘
で
あ
り
、
第
二
に
、
寄
付
が
帝

回
大
学
設
立
を
誘
引
す
る
パ
タ
!
ン
が
有
効
な
方
途
と
し
て
印
象
づ
け
ら
れ
、
問
介

格
運
動
が
各
地
に
波
及
し
、
J
同
等
遊
詩
」
の
市
出
を
促
す
に
至
る
の
で
は
な
い

か
と
の
懸
念
で
あ
り
、

の
振
興
と
財
政
再
建
に
寄
与
」
す
る
理

科
系
の
増
設
に
止
ま
ら
ず
、

の
設
段
、
充
実
が
法
文
系
の
拡
張
に
述
勤

し
、
就
職
難
、

「
思
想
悪
化
」
へ
導
く
こ
と
へ
の
お
そ
れ
、
で
あ
り
、
そ
し
て
、

第
四
に
、
単
科
大
学
を
総
合
大
学
の
学
部
と
す
る
こ
と
が
、

か
え
っ
て
旧
米
の
伝

統
と
特
色
を
消
滅
せ
し
め
回
一
化
を
促
す
の
で
は
な
い
か
と
の
心
配
で
あ
っ
た
。

知
加
川
一
論
、
の
中
心
地
と
し
て
、
研
究
上
の
資
料
に
宮
み
、
種
々
の
使
宜
に

富
む
大
阪
に
、
理
学
部
を
中
心
と
し
、
関
連
の
涯

せ
た
総
合
大
学
な

る
意
義
自
体
に
つ
い
て
は
、
原
期
的
に
委
員
同
に
異
論
は
な
く
、
右
は
実

施
手
順
、
方
法
に
つ
い
て
、
慎
重
・
配
慮
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
指
摘
に

外
な
ら
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
審
議
過
程
で
政
府
、
文
部
省
に
実
施
上
の
諸

問
題
を
認
識
せ
し
め
、
か
つ
可
決
、
答
申
に
あ
た
り
、

の
よ
う
な
希
望
事
項
を

付
し
、
以
後
の
対
芯
の
自
重
と
計
画
性
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
政
審

議
会
は
貴
族
院
か
ら
課
さ
れ
た
任
務
を
は
た
し
、
大
阪
大
学
創
設
案
を
実
施
す
る

上
で
の

切
の
手
続
が
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

文
政
審
議
会
希
望
事
項
(
答
申
附
州
市廿

同4
1→
J
L
i吋
コ
1
1

f
j
h
p
f
 

一
、
本
案
ハ
之
ヲ
是
認
ス
ル
モ
斯
ノ
如
キ
教
育
上
電
要
ナ
ル
問
題
ぺ
将
来

予
メ
文
政
審
議
会
-
一
附
議
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